　　　　　　　　
平成24年度第2期 研究・実験補助者雇用制度利用者募集要項
出産・育児又は介護（以下「育児・介護等」という。）のために十分な研究・実験時間が確保できない研究者に対し、研究又は実験業務を補助する者の雇用経費を助成します。本制度の利用を希望される方は、下記により、所定の期日までに申請して下さい。
なお、本事業は、女性研究者に限らず、育児・介護等に携わる男性研究者も対象となります。
記
１．申請資格
本学に雇用される研究者（教員、研究員、医員等）であって、育児・介護等に携わる者（出産予定の者を含む。）。ただし、次のことに留意して下さい。
・研究分野は、理系・文系を問いません。
・「育児」とは、原則として、小学校3年生までの子どもを対象とします。
・時間雇用教職員の場合は、その者の雇用時間数を超えない範囲内で、補助者雇用の申請が可能です。
・日本学術振興会特別研究員（DCを除く）は、申請資格を有する研究員として取り扱います。
・なお、平成24年度第１期までに過去6期以上（3カ年以上）連続してこの制度の適用を受けてこられた場合は、今期（1期分）は応募できません。応募者が多数となっておりますので、ご了承ください。
２．採用人数
10名程度（予定）
３．補助者職種
技術補佐員（時間雇用教職員（1週の勤務時間は20時間以内））
※ 学部学生、大学院生は、オフィス・アシスタント（技術）として雇用。
４．補助者要件
申請者の研究・実験を補助する者で、勤務場所への通勤に支障がない者
５．雇用期間
平成24年10月から平成25年3月末までの間
６．選考方法
女性研究者支援センターに設置される選考委員会において候補者の選考を行います。
選考は、原則として、以下の点に着目し、該当する者を優先します。
・育児・介護等に起因する研究困難度の高い者
・補助者雇用経費について他の資金による代替の可能性が低い者
・本制度の利用が１年未満の者
７．申請方法
申請に当たっては、補助者を受け入れる所属研究室等の教員等とも十分相談の上、次の書類を
部局長（部局事務）を通じ、添付ファイルにより提出願います。
・平成24年度第2期 研究・実験補助者雇用制度利用申請書
・申請者の略歴書・業績書
・補助候補者の略歴書
８．応募締切
平成24年7月26日（木）17時（必着）
９．成果報告
採択者には、利用期間終了後、所定の「研究成果報告書」並びに研究活動への本制度利用の効
果及び今後の展望等についての「報告書」を提出していただきます。なお、後者の「報告書」については、女性研究者支援センターのホームページ等へ掲載されることがありますので、予め、ご了承願います。　　

＜http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/support/hojo/riyohokoku.php＞
１０．その他
・申請様式等は、女性研究者支援センターホームページから入手して下さい。
＜http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/ ＞
・育児・介護等に伴う困窮度については、審査の際の重要な観点になりますので、申請書の記

載に当たっては、育児・介護等に係る配偶者や家族等の協力の状況が具体的に分かるよう、
記述願います。

例：配偶者の単身赴任等による協力の困難性、育児と併せ親の介護が必要なこと等
・審査時又は採択後に、別途、資料を作成・提出いただくことがあります。　
・提出された申請書等は、原則として、返却いたしません。申請書に記載された個人情報は、本事業の選考のみに使用します。
・申請後、記載事項に変更等が生じた場合には、速やかに、所属部局の事務部を通じ、下記担当者へ連絡して下さい。採択後の経費の増額は認められませんので、申請に当たっては、注意願います。

・応募者数又は予算の都合等により、申請内容について、補助者雇用時間を減じて採択され
る場合があります。

・補助者の雇用に関しては、別紙「研究・実験補助者の雇用に関する留意事項」を参照して下さい。
・選考結果については、8月初旬～中旬頃に通知する予定です。
	【担当・問合せ先】

　研究国際部研究推進課研究支援掛

TEL：075-753-2399

FAX：075-753-2042

E-mail：kenkyusuishin-kikaku@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp


　

別 紙
研究・実験補助者の雇用に関する留意事項
（１）貴部局で雇用する職員となりますので、勤務時間管理、勤務時間報告等、人事に関する業務は、貴部局で行って下さい。
（２）時間給単価、勤務予定、任用更新の有無等について、トラブルとならないよう、事前に説
明の上、本人の了承を得ていただくよう、お願いします。
（３）補助者時間給単価は、下表（補助者時間給単価表）により算出された額を上限とします。
また、本学支給基準に基づき、通勤手当（認定がある場合）及び労働保険料の事業主負担分を、別途、本制度から助成します。
（４）補助者の略歴書の続紙に部局事務部記入欄がありますので、記入願います。
（５）本制度利用中の研究者が、途中で異動した場合、又は育児・介護等の支援事由が消滅した場合は、原則として、その時点で助成経費を打ち切りますので、補助者の雇用上の取扱い等については、十分注意して下さい。
（６）申請に当たっては、補助候補者の内諾を得ていることが必要ですが、補助候補者未定の状態

で申請する場合は、採択後3週間以内に補助候補者の略歴書を提出して下さい。
以上
補助者時間給単価表
	時間給単価
	参　考　年　数

	A
	900
	高卒
	短大２卒
	短大３卒
	
	
	

	B
	1,000
	５年
	３年
	２年
	大卒
	
	

	C
	1,100
	８年
	６年
	５年
	４年
	修士修了
	

	D
	1,200
	１０年
	８年
	７年
	６年
	４年
	博士修了



